
錦
幽
い
△
Ｈ
十
ｍ
Ⅲ
柳
川
州
’
十
坐
市
耐
Ⅵ
巾
九
Ａ
五

平
成
三
年
九
月
二
十
二
日
郷
十
一
研
究
資
料

出
入
叶
岬
剛
眺
〃
入
、
削
り
墜
刷
開
口
町
刈
助
地
而
隆

雑
霞
加
｝
口
肖
側
ハ
ハ
ー
〒
ｌ
〒
荊
挫
ロ
川
目

上
ハ
ハ
楯
桐
哨
土
寸

騎
西
町
の
野
与
党
諸
氏
の
拠
点
△
立
剛
Ⅲ
謄
仙
忙
似
碑

ー

洞
押
極
古
一
宇
小
川
山
肱
順
閏
￥
三
口
。
剛
判

私
而
城
Ⅲ

錨
熊
碇
卿
側
六
土
寸

＃
普
く
＃
＃
＃



私
市
城
吐
物
見
台
跡
．
．
・
・
・
・
帰
路
－
バ
ス
．
．
－
加
須
駅
－
越
谷
駅
・
・
解
散

会
費

案
内
人

そ
の
他
昼
食
は
、
各
自
・
食
堂
に
て
。

集
合
越
谷
駅
東
口
前
午
前
８
時
２
０
分

と
き

コ
ー
ス
越
谷
駅
－
加
須
駅
－
タ
ク
シ
ー
ー
髄
興
寺
Ｉ
成
就
院
－
稲
荷
袖
好
』
ｌ
多
賀
谷
神
社

第
百
八
十
五
回
巾
入
叶
川
眺
叫
火
、
ｈ
リ
専
禾
巾
門

申
込
先
葉
書
に
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
下
期
へ
１
９
日
迄
に
申
込
み
下
さ
い
．

大
福
寺
－
．
．
．
．
－
昼
食
・
－
浄
楽
寺
－
善
応
寺
Ｉ
実
琴
杢
守
－
大
墓
守
－
金
剛
院

平
成
３
年
９
月
２
２
日
（
日
）

山
崎
善
司
理
事

２
，
２
０
０
円
也
、
但
し
、
交
通
費
（
タ
ク
シ
ー
代
含
む
）
資
料
代
他
．

越
谷
市
宮
本
町
３
１
１
１
７
１
８

谷
岡
隆
夫
方
越
谷
市
郷
土
研
究
会

ａ
６
２
１
７
５
２
７

８
時
４
４
分
発
伊
勢
崎
行
準
急

（
騎
西
町
地
区
）



識
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第
百
八
十
五
回
巾
入
職
川
眺
側
人
、
ｈ
７

東
側
の
境
は
、
上
流
は
、
騎
西
町
よ
り
旧
利
根
川
河
道
（
現
水

田
地
帯
）
を
岩
槻
に
至
り
、
旧
隅
田
川
（
現
会
の
川
）
と
元
荒
川

合
流
点
よ
り
下
流
は
元
荒
川
を
境
と
し
、
北
葛
飾
郡
と
接
す
る
．

武
蔵
国
の
東
部
で
、
足
立
郡
と
葛
飾
郡
と
に
挟
ま
れ
た
南
か
ら

北
西
に
細
長
い
地
域
で
あ
る
。
西
側
の
境
は
、
元
荒
川
の
上
流
、

騎
西
町
よ
り
・
菖
蒲
町
下
栢
間
よ
り
分
岐
下
流
は
、
綾
瀬
川
を
境

と
し
て
東
京
都
迄
足
立
郡
に
接
す
る
．

野
与
党
の
播
拠
し
た
地
域
は
、
武
蔵
国
騎
西
郡
と
云
わ
れ
た
、

埼
玉
県
東
部
地
域
で
北
は
、
埼
玉
郡
の
内
、
騎
西
町
よ
り
南
埼
玉

郡
全
域
を
含
む
八
潮
市
迄
の
細
長
い
挟
狭
な
地
域
で
あ
る
．

註
、

腿
刻
肯
寸
肖
凡

１
、
天
慶
の
乱
の
後
、
平
良
文
の
子
忠
頼
が
武
蔵
押
領

使
と
な
り
、
以
後
代
々
武
蔵
国
を
支
配
し
、
そ
の
子
孫

が
分
派
し
各
地
に
播
拠
し
て
、
中
世
武
士
団
を
形
成
し

て
行
く
。

騎
西
町
の
野
与
党
諸
氏
の
拠
点

岩
槻
市
よ
り
元
荒
川
を
吉
川
橋
に
至
り
、
そ
の
下
流
は
中
川
と

名
前
が
変
り
、
八
潮
市
潮
止
橋
に
至
り
、
中
川
か
ら
分
岐
し
て
旧

中
川
を
葛
飾
区
奥
戸
に
至
り
、
綾
瀬
川
と
の
合
流
点
に
至
る
、
以

上
の
川
を
境
と
し
て
、
東
側
が
南
・
北
葛
飾
郡
と
接
す
る
．

騎
西
地
区
の
野
与
党
諸
氏
は
、
野
与
六
郎
胤
宗
－
太
郎
元
宗

Ｉ
野
与
六
郎
基
永
－
太
郎
恒
永
の
系
か
ら
の
分
派
で
あ
る
。

北
埼
玉
郡
南
部
の
内
、
旧
利
根
川
河
道
以
南
（
現
騎
西
町
）
地

こ
れ
等
の
人
々
の
事
跡
に
付
い
て
は
、
吾
妻
鑑
に
多
く
の
名
前

が
記
さ
れ
、
他
地
区
と
比
較
し
て
、
鎌
倉
期
の
在
地
武
士
達
の
活

躍
と
動
勢
を
窺
い
知
る
事
が
出
来
る
事
は
幸
い
で
有
る
。

野
与
党
系
図
に
は
、
騎
西
町
の
内
・
道
智
・
道
後
・
多
賀
谷
・

多
名
（
種
足
）
・
高
柳
等
の
地
名
を
苗
字
に
冠
し
た
人
々
の
名
が

出
て
来
る
．

３
、
［
私
市
」
と
名
乗
る
一
族
は
、
東
京
五
日
市
市
附
近

に
、
其
の
末
窟
と
思
え
る
名
を
見
る
事
が
出
来
る
。

２
、
『
弘
有
党
一
ま
、

、
「
私
市
党
」
は
、
武
蔵
七
党
に
数
え
る
書
も
あ
る
が
、

、
乱
後
武
蔵
に
押
領
使
と
し
て
野
与
党
が
進
出
す
る
に

及
び
、
北
部
に
後
退
し
て
、
忍
・
熊
谷
地
域
に
、
其
の

後
窟
と
云
え
る
氏
族
を
見
る
事
が
出
来
、
そ
の
名
を
留

め
て
い
る
。 （

騎
西
町
仙
区
）

１



＊
、
道
後
氏
は
、
道
智
頼
意
の
三
子
で
、
建
久
元
年
十
一
月

入
洛
の
行
列
の
後
陣
随
兵
四
十
四
番
に
道
後
小
次
郎
の

名
見
え
る
も
、
（
溺
巣
市
郷
地
か
？
笠
原
・
郷
地
共
に

元
荒
川
の
東
岸
で
騎
西
郡
）
拠
点
は
詳
な
ら
ず
．

「
野
与
恒
永
」
奥
州
の
役
（
後
三
年
の
役
）
に
て
戦
死
、
子
無

き
為
、
千
葉
宗
家
よ
り
、
千
葉
氏
二
代
下
総
権
守
常
長
武
蔵
押
領

使
の
子
、
「
＋
郎
行
長
号
龍
大
夫
」
が
野
与
の
地
に
着
任
、
大
蔵

大
夫
を
称
し
、
野
与
党
の
束
ね
と
成
り
、
子
孫
が
騎
西
郡
一
帯
に

分
派
、
之
等
を
束
ね
た
の
が
後
期
の
野
与
党
で
あ
る
．

域
に
分
派
し
播
拠
し
た
一
族
が
、
初
期
の
野
与
党
で
あ
る
．

後
期
の
野
与
党
一
族
の
拠
点
に
は
、

註
、
菖
蒲
三
箇
村
大
蔵
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
は
、

「
三
村
合
併
し
た
に
よ
り
三
箇
村
と
名
付
く
」
と
有
る
．

１
、
大
蔵
新
大
夫
行
長
（
菖
蒲
町
三
箇
大
蔵
）
よ
り
の
分
派
、

Ⅱ
渋
江
（
岩
槻
市
渋
江
町
）
・
利
生
又
高
柳
（
騎
西
町
高

柳
）
・
南
鬼
窪
（
白
岡
町
興
善
寺
付
近
）
・
白
岡
（
白

岡
町
丸
城
）
・
黒
浜
（
白
岡
町
黒
浜
）
・
江
ケ
崎
（
白

岡
町
江
ケ
崎
）
・
佐
那
賀
谷
（
白
岡
町
実
ケ
谷
）
・
西

脇
（
不
明
）
等
が
あ
る
．

初
期
の
野
与
一
族
の
拠
点
に
は
、

因
に
、
初
期
の
野
与
一
族
の
拠
点
は
、
野
与
（
現
白
岡
町
野
牛

）
・
大
蔵
「
野
与
恒
永
」
の
舎
弟
「
二
郎
恒
宗
」
は
大
蔵
二
郎
を

称
す
（
現
菖
蒲
町
三
箇
大
蔵
）
・
道
智
（
現
騎
西
町
道
地
）
・
多

賀
谷
（
現
騎
西
町
内
多
ケ
谷
）
・
多
名
（
現
騎
西
町
中
種
足
）
・

鬼
窪
（
現
白
岡
町
篠
津
）
・
萱
間
（
現
菖
蒲
町
栢
間
）
・
高
柳
（

現
騎
西
町
上
高
柳
）
・
笠
原
（
溺
巣
市
笠
原
）
・
道
後
（
拠
点
不

明
だ
が
鴻
巣
市
郷
地
？
）
等
で
あ
る
。

＊
、
葛
浜
氏
Ⅱ
騎
西
町
史
で
は
上
崎
・
下
崎
を
含
め
る
が
、

大
河
戸
氏
の
分
派
で
、
葛
浜
氏
の
本
貫
地
は
旧
利
根
川

の
対
岸
羽
生
領
・
賀
須
市
側
上
下
川
崎
で
あ
ろ
う
か
．

＊
、
戸
崎
氏
（
騎
西
町
史
で
は
騎
西
町
戸
崎
に
想
定
す
る
）

野
与
党
系
図
上
に
は
見
当
た
ら
い
．

３
、
渋
江
氏
よ
り
の
分
派
に
は
、

Ⅱ
八
条
渋
江
（
現
八
潮
市
八
条
）
・
渋
江
（
岩
槻
市
村
国

？
）
金
重
（
岩
槻
市
金
重
）
・
野
崎
（
越
谷
市
野
島
？

）
が
あ
る
．

註
、
大
蔵
新
大
夫
行
長
号
利
生
大
夫
（
又
は
寵
）
初
期
入

居
時
は
、
現
菖
蒲
町
三
箇
大
蔵
（
現
菖
蒲
町
に
大
蔵
の

地
名
残
る
）
に
、
後
岩
槻
市
箕
輪
に
移
り
、
箕
勾
氏
を

を
称
す
．

＊
、
利
生
又
高
柳
氏
は
、
行
長
以
後
の
分
派
で
あ
る
．

Ⅱ
系
図
上
で
は
後
期
野
与
党
に
属
す
が
、
詳
細
は
不
明
。

２
、
箕
勾
氏
よ
り
の
分
派
に
は
、

Ⅱ
大
相
模
（
現
越
谷
市
相
模
町
）
・
須
久
毛
（
現
岩
槻
市

笹
久
保
）
・
横
根
（
岩
槻
市
横
根
）
・
柏
崎
（
岩
槻
市

柏
崎
）
・
神
倉
（
現
岩
槻
市
加
倉
）
・
古
志
賀
谷
（
現

越
谷
市
越
ケ
谷
）
等
が
あ
る
．

２



隣
調
〒
閲
］
町
叫
（
き
さ
い
ま
ち
）

騎
西
町
に
は
、
約
二
百
二
十
基
の
板
碑
が
あ
る
．
そ
の
内
約
百

基
は
、
鎌
倉
時
代
の
も
の
で
、
地
域
的
に
密
集
し
て
い
る
．

中
世
に
は
武
蔵
七
党
の
一
、
「
私
市
党
」
（
キ
サ
イ
又
は
シ
ノ

）
の
根
拠
地
と
な
っ
た
町
で
あ
る
が
、
戦
乱
に
因
り
「
野
与
党
」

の
支
配
と
な
り
、
「
私
市
党
」
は
衰
え
て
、
忍
・
熊
谷
方
面
に
そ

の
勢
力
を
留
め
、
騎
西
町
に
は
、
「
私
市
城
」
と
書
く
城
名
を
残

す
城
跡
を
留
め
て
い
る
．

騎
西
町
は
、
県
東
部
水
田
地
帯
の
一
画
に
在
り
、
埼
玉
古
墳
群

の
地
に
近
く
、
早
く
か
ら
開
発
さ
れ
て
い
た
事
が
推
測
さ
れ
る
．

註
、
１
、
騎
西
町
史
や
埼
玉
の
歴
史
等
に
は
、
「
騎
西
町
は

私
市
党
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
」
、
と
の
み
書
か
れ
、

其
の
後
の
入
部
者
「
野
与
党
」
の
事
が
記
さ
れ
て
無

い
が
、
板
碑
の
年
記
銘
に
よ
れ
ば
、
野
与
党
一
族
が

入
部
し
て
居
た
事
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
野
与
党
系

図
に
は
、
「
騎
西
」
の
地
名
を
苗
字
と
し
た
「
騎
西

氏
若
し
く
は
私
市
氏
」
と
云
う
名
が
見
出
せ
な
い
。

騎
西
町
内
で
最
古
の
も
の
は
、
騎
西
町
内
に
あ
る
善
応
寺
の
仁

治
三
年
（
一
二
四
二
）
年
銘
の
も
の
で
、
最
大
の
も
の
は
、
根
古

屋
金
剛
院
の
線
刻
三
尊
来
迎
図
板
碑
で
高
さ
３
６
５
ｃ
ｍ
、
幅
１

３
３
ｃ
ｍ
、
厚
１
８
ｃ
ｍ
あ
る
。

４
、
後
期
高
柳
氏
は
、
野
与
基
永
ｌ
大
蔵
経
長
ｌ
経
遠
・

渋
江
の
弟
に
、
弘
経
・
利
生
五
郎
大
夫
．
又
高
柳
と
あ
る

「
姓
氏
家
系
大
辞
典
」
に
は
、
桓
武
平
氏
野
与
党
、
武
蔵

の
豪
族
に
し
て
、
七
党
系
図
に
「
野
与
基
永
－
経
長
－
弘

経
・
利
生
五
郎
大
夫
又
高
柳
）
と
見
え
る
。

３
、
初
期
高
柳
氏
は
、
野
与
党
系
図
に
は
、
野
与
基
永
の
弟

に
行
忠
・
高
柳
と
見
え
る
．

２
、
葛
浜
氏
は
、
騎
西
町
史
に
は
、
上
・
下
崎
を
含
め
想

定
す
る
が
、
大
河
戸
氏
か
ら
の
分
派
で
、
葛
浜
は
、

旧
利
根
川
の
対
岸
羽
生
領
が
本
貫
の
地
で
あ
る
の
で

羽
生
領
上
・
下
川
崎
の
事
で
あ
ろ
う
か
。

吾
妻
鑑
に
、
行
忠
・
高
柳
四
郎
と
あ
る
．

吾
妻
鑑
巻
四
十
一
、
高
柳
四
郎
三
郎
行
忠

吾
妻
鑑
巻
四
十
一
、
時
頼
放
光
仏
像
供
養
為
、
建
長

三
年
正
月
廿
日
、
将
軍
家
行
列
、
後
陣
随
兵
中
に

高
柳
四
郎
三
郎
行
忠
見
ゆ
。

３



道
智
氏
の
居
住
し
た
痕
跡
は
、
稲
荷
神
社
・
成
就
院
が
あ
る
．

中
屋
敬
・
表
屋
敬
・
裏
屋
敷
、
鍛
冶
屋
敷
と
称
す
る
所
あ
り
、

成
就
院
に
は
、
簸
倉
前
期
の
寛
元
二
（
一
一
一
四
四
）
年
二
月
・
鎌

倉
中
期
の
弘
長
三
（
一
一
一
六
三
）
年
六
月
日
・
口
安
（
摩
滅
）
（

一
二
八
八
？
）
年
期
銘
の
板
碑
を
見
る
事
が
出
来
る
．

道
智
氏
の
拠
点
は
、
下
流
の
高
柳
氏
の
拠
点
と
共
に
、

利
根
川
の
旧
河
道
が
在
り
、
利
根
川
の
自
然
堤
防
上
に
」

後
背
地
は
耕
地
や
住
居
に
適
す
る
地
形
を
備
え
て
い
る
．

道
智
氏
の
拠
点
は
、
騎
西
町
大
字
道
智
中
屋
敷
・
稲
荷
宮
と
成

就
院
付
近
と
推
測
出
来
る
．

道
智
法
華
房

野
与
基
永
ｌ
頼
意
ｌ
頼
基

磯
但
知
日
呼
以下

流
の
高
柳
氏
の
拠
点
と
共
に
、
北
東
に

り
、
利
根
川
の
自
然
堤
防
上
に
位
置
し
、

◎
道
智
三
郎
太
郎
（
肋
員
？
）
Ⅱ
宇
治
橋
合
戦
の
時
、
承

久
三
（
一
二
一
一
一
）
年
六
月
十
四
日
、
討
死
し
て
い
る
。

◎
兵
衛
尉

道
智
左
兵
衛
尉

臼
Ｔ
Ｉ
Ａ
奴
『
浦

原
四
前

又
、
中
屋
敷
の
馬
橋
昌
作
氏
（
平
成
三
年
八
十
五
才
）
宅
地
内

に
、
弘
安
十
八
（
一
二
八
七
）
時
正
、
大
日
・
変
形
五
鞘
塔
刻
の

の
板
碑
．
及
び
嘉
暦
二
（
一
三
二
七
）
年
八
月
廿
四
日
記
銘
板
碑

を
蔵
し
て
い
る
。

武
蔵
七
党
系
図
に
は
、

◎
道
智
法
華
房
頼
意
と
其
の
系
の
名
に
、
道
後
（
不
明
）
・

多
賀
谷
（
内
多
賀
谷
）
・
笠
原
（
鴻
巣
市
笠
原
）
・
道
後
氏

（
鴻
巣
市
郷
地
）
の
名
見
え
る
．

◎
道
智
小
六
郎
泰
光
Ⅱ
正
応
六
（
一
二
九
三
）
年
四
月
廿

二
日
、
平
左
衛
門
頼
綱
入
道
景
円
が
謀
反
し
、
其
の
討
手
と

し
て
鎌
倉
経
師
谷
に
於
て
討
死
し
て
い
る
。

◎
建
久
元
（
一
一
九
Ｏ
）
年
十
一
月
七
日
、
頼
朝
入
洛
の
随

兵
の
中
に
、
四
十
四
番
に
道
智
次
郎
の
名
見
え
る
．

註
、

道
智
氏
の
活
躍
に
付
い
て
、
吾
妻
鑑
に
は
、

貝
韮
↓
蕊
瀧
坐
琴
鱗
諭
豊

笠
原
Ⅱ
和
名
抄
に
武
蔵
国
埼
玉
郷
と
戦
す
．
郷
地
・

笠
原
は
共
に
埼
玉
郷
で
あ
る
。

昌
買
宅

員 員員

４



小
名
中
内
手
・
中
屋
敷
・
稲
荷
耕
地
・
下
道
地
・
新
田

道
地
村
は
、
太
田
庄
に
属
す
。
江
戸
よ
り
行
程
十
五
里
、

東
鑑
に
道
智
次
郎
、
同
三
郎
太
郎
承
久
三
（
一
一
一
二
一
）
年

六
月
十
四
日
宇
治
川
合
戦
に
於
て
討
死
と
戦
せ
た
る
は
、
当

村
に
住
せ
し
人
に
や
、
又
遠
藤
氏
の
系
図
に
も
道
智
二
郎
と

云
う
名
見
ゆ
、
当
国
七
党
系
図
に
道
智
法
花
坊
と
あ
り
、
此

の
法
花
坊
は
当
所
に
住
せ
し
も
の
な
る
べ
し
。

『
道
地
村
新
編
武
蔵
風
土
記
稿

ｇ
ロ

鐙
、
龍へ、

道地・田ケ谷地区域図

う
．
零
・
罰

賎毒

塞蓋；

成
就
院
は
、
新
義
真
言
宗
智
山
派
、
正
能
村
髄
花
院
末
寺
、

稲
荷
山
万
福
寺
と
号
す
。

本
尊
大
日
を
安
ず
、
中
興
開
山
は
深
宵
寂
年
を
伝
え
ず
。

荷山成就院の全景稲成就院の板碑群

５



６

弘
安
十
年

嘉
暦
二
年

寛
元
一
一
一
一
一
四
四
年
二
月

弘
長
一
一
一
一
一
一
六
三
年
六
月

口
安
□
口
年
弘
安
十
一
年
？

馬
橋
昌
作
氏
宅

成
就
院

道
Ⅲ
伽
区
０
版
碑

麹
雲

一
二
八
七
大
日

一
三
二
七
八
月
廿
四
日
大
日

聖

１１１

１５１

３００

ＣＣＣ

ｍｍｍ

中
屋
敷

中
内
手

上上
●＊

下下
欠欠

光主
照尊
偏月
照輪

成就院・弘長三年板碑

社道地稲荷
馬橋昌作氏宅
弘安十年板碑

馬橋昌作氏宅
線刻五輪塔図神



其
の
子
弥
五
郎
政
朝
、
下
総
国
結
城
左
衛
門
尉
満
広
の
子
、

源
五
郎
光
義
を
聾
と
な
し
、
家
を
継
が
し
む
、
光
義
、
古
郷

忘
れ
難
く
、
結
城
へ
帰
り
し
か
ば
、
嫡
子
彦
四
郎
氏
家
を
始

め
、
家
臣
随
ひ
来
る
と
載
た
れ
ば
、
こ
の
頃
迄
、
当
所
に
住

せ
し
な
る
べ
し
．

多
賀
谷
氏
按
ず
る
に
、
武
蔵
国
埼
玉
郡
多
賀
谷
郷
の
住
人
、

左
衛
門
尉
家
政
は
、
金
子
十
郎
家
忠
が
二
男
な
り
、
暦
仁
元

（
一
二
三
八
）
年
、
頼
経
の
髄
兵
た
り
、
其
の
子
弥
五
郎
重

茂
は
頼
嗣
に
仕
へ
、
建
長
三
（
一
二
五
一
）
弓
初
め
を
勤
め
、

其
の
子
五
郎
景
茂
、
宗
尊
親
王
に
仕
へ
、
康
元
元
（
一
二
五

六
）
年
、
弓
初
め
に
景
茂
、
其
の
器
に
撰
れ
、
其
の
子
彦
太

郎
家
経
、
其
の
子
五
郎
政
忠
、
其
の
子
彦
太
郎
家
茂
相
続
す
。

大
福
寺
は
、
多
賀
谷
氏
館
跡
也
．
多
賀
谷
氏
は
、
建
久
～

嘉
吉
（
一
一
九
Ｏ
～
一
四
四
三
）
迄
の
二
百
五
十
年
間
在
住

し
、
常
陸
下
妻
城
に
移
る
。

内
田
ケ
谷
郷
は
、
海
上
郷
山
根
圧
に
属
す
。
古
は
西
庄
田

ケ
谷
村
と
唱
へ
、
多
賀
谷
氏
住
せ
し
と
云
う
。

〃
夕
態
貝
紳
廿
匝
八
新
編
武
蔵
風
土
記
稿

当
村
、
元
は
内
外
の
分
ち
無
か
り
し
が
、
騎
西
領
本
囲
の

堤
を
築
し
時
、
堤
の
内
を
内
田
ケ
谷
と
云
う
、
堤
の
外
を
牛

之
助
新
田
と
云
し
が
、
後
は
外
田
ケ
谷
と
唱
へ
二
村
に
分
て

り
と
ぞ
。

又
、
外
田
ケ
谷
村
名
主
太
四
郎
の
先
祖
は
、
多
賀
谷
氏
に

仕
え
し
者
也
、
其
の
家
伝
に
多
賀
谷
氏
の
先
は
、
頼
朝
に
仕

え
て
、
安
芸
国
藻
刈
城
を
賜
り
、
遥
の
後
宮
内
小
輔
武
重

が
時
、
毛
利
氏
に
仕
ふ
と
云
の
み
に
て
其
の
詳
な
る
事
を
知

ら
ず
． 又

、
当
国
七
党
系
図
野
与
党
に
、
道
智
法
花
坊
、
多
賀
谷

二
郎
光
基
、
多
賀
谷
弥
三
郎
某
、
多
賀
谷
三
郎
重
基
、
多
賀

谷
四
郎
久
基
等
云
う
人
見
ゆ
。

道
地
村
と
云
は
、
隣
村
な
れ
ば
、
是
等
の
人
々
も
当
地
に

住
せ
し
事
知
る
べ
し
。

野菱

雲菖
豊垂皇

大
福
寺
の
寺
伝
に
、

「
多
賀
谷
氏
下
妻
へ
移
し
時
、
館
跡
へ
建
立
」
と
云
う
事

見
え
た
れ
ど
、
同
記
に
撤
れ
ば
、
「
彦
四
郎
氏
家
一
旦
常
陸

へ
赴
き
、
後
寛
正
（
一
四
六
Ｏ
～
六
五
）
年
中
下
妻
城
取
立
、

之
に
住
」
と
あ
れ
ば
、
寺
伝
に
「
此
処
よ
り
下
妻
へ
移
」
と

云
は
誤
な
り
、
尚
そ
の
寺
の
条
下
に
瀞
ぜ
る
、
家
政
重
茂
等

が
事
は
東
鑑
に
載
せ
る
所
も
、
多
賀
谷
記
と
符
合
せ
り
．

多賀谷氏の拠点多賀谷神社

７



此
所
は
正
保
の
頃
は
、
松
平
伊
豆
守
が
領
分
に
て
、
元
禄

九
年
正
木
甚
五
兵
衛
・
会
田
小
左
衛
門
に
給
は
り
、
残
れ
る

地
は
、
御
料
な
り
し
が
、
後
小
笠
原
五
左
衛
門
・
久
世
忠
左

衛
門
に
給
り
て
、
今
は
正
木
左
近
・
会
田
伊
右
衛
門
と
久
世

小
笠
原
等
知
行
せ
り
．

大
福
寺
新
義
真
言
宗
熊
野
山
弥
陀
院

正
能
村
龍
花
院
末
、
当
寺
は
、
多
賀
谷
某
下
総
国
下
妻
へ

移
り
し
時
、
居
住
の
跡
へ
建
立
す
る
所
也
、
と
云
ど
、
村
名

の
条
に
も
弁
ぜ
し
如
く
な
れ
ば
、
多
賀
谷
光
義
当
所
を
去
っ

て
結
城
へ
赴
き
、
其
の
館
跡
へ
当
寺
を
建
立
せ
る
成
り
．

本
尊
弥
陀
を
安
ず
．

◎
嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）
六
月
廿
日
、
関
東
御
教
瞥

寄
合
、
多
賀
江
兵
衛
尉
随
分
限
毎
年
可
致
沙
汰
也
、
云
々
、

た
が
へ
の
二
郎
入
道
殿
、
（
多
賀
谷
）

◎
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
一
）
十
二
月
、
武
蔵
野
開
墾
奉
行
に

多
摩
川
を
掘
通
し
、
水
田
を
開
く
奉
行
多
賀
谷
兵
衛
尉

◎
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
正
月
、
弓
始
の
射
手
に
撰
れ

三
番
多
賀
谷
弥
五
郎
重
茂

◎
建
長
四
年
（
一
二
五
一
一
）
正
月
、
弓
始
の
射
手
の
撰
を
止

め
ら
れ
る
．
依
不
有
可
然
射
手
多
賀
谷
五
郎
景
茂

◎
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
正
月
、
弓
始
の
射
手
に
撰
ば
る

将
軍
簾
中
御
覧
五
番
多
賀
谷
弥
五
郎
（
重
茂
）

◎
同
、
九
日
、
前
浜
に
て
御
的
の
射
手
に

十
人
の
中
に
多
賀
谷
弥
五
郎
（
重
茂
）

◎
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
正
月
、
弓
始
の
射
手
に

五
番
多
賀
谷
弥
五
郎
重
茂

◎
建
長
八
年
（
一
二
五
六
）
正
月
、
弓
始
の
射
手
に

五
番
多
賀
谷
弥
五
郎
重
茂

◎
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
正
月
、
弓
始
の
射
手
に
撰
ば
る

十
五
日
、
射
手
十
人
の
中
五
番
多
賀
谷
弥
五
郎
重
茂

◎
嘉
暦
三
年
（
一
三
二
八
）
五
月
、
的
始
の
射
手
を
務
め
る

九
日
、
三
番
多
賀
谷
弥
平
治
光
忠
（
景
茂
の
孫
？
）

◎
康
永
元
年
（
一
三
四
二
）
十
一
一
月
、
足
利
尊
氏
、
天
竜
寺

参
詣
供
奉
人
に
、
多
賀
谷
平
二
光
忠
見
え
る
．

多賀谷氏館跡大福寺全景

◎
建
久
元
年
（
一

随
兵
の
中
に
、
生

。
嘉
禎
四
年
（
一

随
兵
の
中
に
、
汁

多
賀
谷
氏
の
活
躍
吾
妻
鑑

一
一
九
Ｏ
）
十
一
月
七
日
、
頼
朝
入
洛
の
刻

先
陣
九
番
多
賀
谷
小
三
郎

一
一
一
三
八
）
二
月
、
藤
原
頼
経
入
洛
の
刻

廿
一
番
多
賀
谷
太
郎
兵
衛
尉

廿
六
番
多
賀
谷
右
衛
門
尉
（
金
子
家
政
？
）

８



辿払又又

斎

大
福

永
四
年

永
七
年

口
十
一
年

慶
四
年

文
二
年

弥
二
郎
（

ｌ
□
□

久
グ
幽
貝
紳
廿
嘩
瓜
野
与
六
郎
道
智
法
華
房
平
太

時重久季
六五四
員郎光郎基郎基

三
郎田

ケ
＃
Ⅲ

（
光
村
）

寺
真
言
宗
智
山
派
内
田
ケ
谷

一
二
六
七
五
月
日
上
下
欠
入
道
交
名

一
二
七
０
三
月
日
阿
閃

一
二
八
八
十
一
月
廿
日
上
下
欠
主
尊
特
殊

一
三
一
一
二
月
十
一
日
上
欠

一
三
五
七
十
二
月
口
上
欠
光
明
妙
安
禅
尼

摩
滅
略
完
主
尊
阿
弥
陀

下
欠
丸
に
大
日

下
欠
釈
迦

下
欠
金
剛
大
日

下
欠
阿
弥
陀

破
片
丸
に
阿
弥
陀

９

左
衛
門
尉区

０
版
碑

毎
永乙

鶏
丸
八
郎

＊
重
政

蓮
光

ボ

〃
江
戸
郷
柴
崎
・
武
蔵
国
南
島
田
内
在
家
・
筑
後
国
瀬
高
庄
内
小
犬
丸
名
田
併
て

中
屋
敷
・
伊
予
国
周
敷
北
条
地
頭
得
分
内
（
佐
賀
文
書
蕊
）
よ
り
補
入
〃

◎
婿
養
子
取
下
妻
城
主

大福寺門前の板碑

'、

＝

力 多
賀
谷
二
郎

油６

鯵'当患零
家
１
１
‐
上
筒
空

彦
四
郎》



宝
性
寺
真
言
宗
智
山
派
外
田
ケ
谷

摩
滅
上
欠
阿
弥
陀
偶
二
行
書

上上破破
欠欠片片

十
二
日
八
日

上
崎
村
は
、
山
根
庄
に
属
す
．
江
戸
へ
の
里
数
検
地
等
前
村
に

同
じ
、
古
は
上
崎
・
下
崎
一
村
な
り
と
云
え
ど
、
龍
興
寺
義
氏
の

寄
進
状
に
上
崎
村
と
あ
れ
ば
、
分
村
せ
し
も
古
き
事
な
る
べ
し
．

東
西
十
七
町
、
南
北
十
五
町
、
用
水
は
、
新
川
よ
り
引
沃
く
．

光
明
真
禅
尼
為
逆
修

光
明
阿
弥
陀

阿
弥
陀

大福寺・文永四年板碑

延
宝
六
年
住
僧
大
澄
が
書
し
も
の
に
大
同
元
年
天
祐
草
創
の
地

な
り
と
あ
れ
ど
、
上
り
た
る
世
の
事
な
れ
ば
如
何
共
云
難
し
．

中
興
開
山
曇
芳
は
永
享
八
年
九
月
七
日
寂
せ
り
、
此
の
僧
は
、

鎌
倉
管
領
持
氏
の
叔
父
な
り
し
と
云
伝
ふ
．

田
某
に
替
へ
賜
り
、
残
れ
る
地
は
御
料
な
り
し
が
、
後
安
藤
某
と

松
平
大
和
守
に
賜
り
て
、
今
は
、
松
平
右
近
将
監
・
松
平
大
和
守

・
安
藤
弾
正
少
捌
・
匹
田
小
太
郎
が
知
行
せ
り
。

Ｏ

小
名
西
原
相
ノ
原
一
一
一
重
掘
上
登
長
宮
一
一
一
島
１

本
尊
釈
迦
毘
首
、
謁
寧
の
作
座
像
に
し
て
、
長
サ
セ
寸
五
分
、

龍
興
寺

禅
宗
臨
済
渓
相
模
国
鎌
倉
円
覚
寺
末
大
光
山
と
号
す
、

三
島
社
雷
電
社
天
神
社
飽
興
寺
虚
空
蔵
堂
稲
荷
社

天
神
社
宝
蔵
寺
養
泉
寺
薬
師
寺
不
動
堂

当
村
も
、
松
平
伊
豆
守
領
分
な
り
し
を
、
松
平
右
近
将
監
と
匹

上
崎
村

上
崎
地
区

新
編
武
蔵
風
土
記
稿



蕊足
利
治
乱
記
を
間
す
る
に
、
永
享
年
中
、
持
氏
京
都
に
叛
き
、

相
州
早
川
尻
の
戦
に
討
負
け
、
永
安
寺
に
入
り
自
害
す
。

幼
子
春
王
・
安
王
は
、
下
野
国
結
城
が
許
に
逃
れ
、
日
光
山
に

隠
れ
居
あ
る
が
捕
は
れ
と
な
り
、
京
へ
送
ら
れ
け
る
塗
中
美
濃
国

垂
井
の
金
蓮
寺
に
て
自
害
し
、
骸
は
高
野
山
へ
送
る
と
見
た
り
．

又
、
鎌
倉
九
代
記
に
は
、
金
蓮
寺
に
葬
し
由
載
す
。

と
彫
り
た
る
由
、
今
は
、
文
字
も
減
し
て
、
其
の
様
古
き
も
の

に
は
、
論
な
か
る
く
し
。

永
享
十
一
年
二
月
十
日
、
春
王
は
、
花
山
院
春
岳
香
公

斑
吉
元
年
四
月
日
、
安
王
は
、
太
山
院
天
岳
雲
公

持
氏
法
名
長
春
院
陽
山
継
公

又
、
持
氏
・
春
王
・
安
王
の
墓
三
基
建
て
り
。

文
安
四
年

；
雪
蕊

匙
こ
測
唇
猫

飽興寺 青石卒塔婆

大
光
山
龍
興
寺
之
事
長
春
院
殿
御
牌
所
の
懸
有
之
而
勤

行
無
退
転
儀
専
要
候
佃
寺
領
等
如
前
々
不
可
相
違
候

恐
々
謹
言七
月
三
日
政
氏
花
押

材
室
良
西
堂

文
永
二
年

文
永
八
年

今
按
に
、
当
寺
古
河
公
方
政
氏
・
義
氏
寄
付
の
文
書
も
載
す
れ

ば
、
成
氏
の
時
、
父
供
養
の
為
に
墓
な
る
べ
し
。

其
の
文
書
左
の
如
し
。

Ｌ
上
値
叫
地
胆
庁
匹
砺
帆
肋
叶

竜
興
寺
臨
済
宗
円
覚
寺
派
上
崎

大
光
山
龍
興
寺
之
事
御
寺
併
有
之
勤
行
等
無
怠
転
専
一

侯
寺
領
之
儀
如
前
々
上
崎
村
不
可
有
之
相
違
候

恐
々
謹
言二
月
十
日
義
氏
花
押

一
二
六
五

一
二
七
一

摩
滅
上
欠

一
四
四
七

下
欠
破
片
欠

摩
滅
略
完 虎

渓
隆
和
尚

六
月
日
欠
蓮
台
下
部
線
刻

二
月
日
欠
青
石
卒
塔
婆

阿
弥
陀

正
廿
五
日
光
明
善
双
慶
公
禅
門

光
明
枠
線
外
弥
陀

光
明
弥
陀

弥
陀

１１



人
馬
の
継
立
て
は
、
此
処
よ
り
久
喜
町
へ
三
里
、
萱
宮
村
へ
二

里
、
加
須
村
へ
一
里
、
羽
生
町
場
へ
二
三
半
、
菖
蒲
町
へ
一
三
余

行
田
町
へ
三
里
、
新
郷
へ
三
里
、
鴻
巣
宿
へ
一
一
里
半
、
桶
川
へ
四

里
、
栗
橋
へ
四
里
の
行
程
を
継
送
れ
り
．

東
西
十
四
町
、
南
北
四
町
、
其
内
、
東
よ
り
西
に
貫
て
七
町
余

人
家
軒
を
並
べ
旅
電
亭
市
店
略
備
は
り
て
、
毎
月
四
九
市
、
四
六

次
中
市
を
な
せ
り
．

其
の
後
、
此
の
池
に
城
壁
築
し
頃
、
武
士
屋
敬
の
集
り
し
所
、

根
小
屋
と
呼
び
、
市
店
の
並
べ
る
所
を
騎
産
町
と
唱
し
と
な
り
．

此
処
に
於
て
、
言
ら
二
村
に
な
り
し
と
見
え
て
、
正
保
の
改
に

は
、
騎
西
町
根
小
屋
の
二
村
を
載
せ
て
、
場
の
字
を
ば
加
へ
ず
、

元
禄
の
図
に
は
、
今
の
如
く
騎
西
町
場
と
記
す
、
尚
領
名
と
併
せ

て
見
る
べ
し
。

私
市
と
苦
く
事
其
の
故
を
知
ら
ず
と
云
と
も
、
此
の
地
、
久
く

繁
盛
の
地
故
、
私
に
市
を
立
し
事
等
有
り
て
私
市
の
字
を
用
ひ
唱

は
、
旧
に
よ
り
て
キ
サ
イ
と
号
し
か
．

騎
西
町
場
は
、
羽
生
・
忍
辺
よ
り
、
岩
槻
・
菖
蒲
辺
へ
往
来
の

馬
次
也
、
江
戸
よ
り
行
程
十
二
里
、
山
根
圧
に
属
す
。

当
国
七
党
に
私
市
党
あ
り
、
此
の
辺
に
住
せ
し
故
、
在
名
を
以

て
党
に
名
付
け
し
な
ら
ん
．

土
地
沿
革
の
説
甚
多
し
、
土
人
説
く
所
に
よ
り
按
ず
る
に
、

の
辺
郡
の
西
に
あ
る
を
以
て
騎
西
と
号
せ
し
な
ら
ん
。

鳥
而
一
町
場

新
編
武
蔵
風
土
記
稿

此

１２

久
伊
豆
挿
社
・
末
社
宮
目
禅
社
・
伊
勢
宮
・
伊
勢
下

宮
・
八
櫓
香
取
・
稲
荷
松
尾
・
三
峰
・
五
光
権
現

・
牛
頭
天
王
・
弁
天
・
元
宮
・
伊
豆
権
現
・
第
六
天

社大
英
寺
・
釈
迦
堂
・
善
応
寺
・
秋
葉
社
・
妙
義
社

三
峰
社
・
八
幡
社
・
白
山
社
・
浄
楽
寺
・
実
乗
院

薬
師
堂
・
多
門
院
等

、
１
Ｊ
ノ

名

牢
屋
舗
新
田
町
元
町
中
上
町
中
町

下
中
町
新
川

鼠為
睡謬

騎雷町場地区図



下
欠
主
尊
荘
厳
開
山
・
下
欠
主
尊
荘
厳
二
世

元
亨
二
（
一
三
一
一
二
）
年
金
剛
界
大
日
・
延
文
一
一
年

（
一
三
五
七
）
十
一
月
六
日
柄
・
欠
鎌
倉
期
改
造

同
寺
に
は
、
以
上
の
板
碑
を
蔵
す
．

錘
楼
鐘
は
、
延
宝
六
年
の
銘
な
り
．

浄
楽
寺
一
向
宗
真
宗
大
谷
派
騎
西

京
都
東
本
願
寺
の
末
、
開
山
浄
楽
、
元
亀
三
年
五
月
朔
日
示

寂
と
云
ど
、
之
は
当
寺
未
だ
庵
室
な
り
し
頃
の
僧
な
る
べ
し
．

後
大
久
保
相
模
守
忠
離
、
資
財
を
供
し
て
一
寺
と
成
せ
り
、
是
を

当
寺
の
開
基
と
す
と
云
ふ
．； 遜

遮

浄楽寺の全景

１３

浄楽寺・元亨 年板碑

善
応
寺

一

善応寺 仁治 年板碑



根
古
屋
村
金
剛
院
の
末
、
開
山
弘
源
、
慶
長
十
年
七
月
七
日
示

寂
、
本
尊
十
一
面
観
音
也
．

仁
治
三
（
一
二
四
一
一
）
年
‐

騎
西
町
岐
古
の
板
碑
を
蔵
す
．

上
会
下
村
雲
祥
寺
の
末
、
愛
宕
山
と
号
す
。
開
山
間
室
秀
大
寛

永
三
年
三
月
廿
六
日
示
寂
、
本
尊
十
一
面
観
音
を
安
ず
．

文
保
二
（
一
三
一
九
）
年
二
月
時
正
（
春
彼
岸
）
種
子
弥
陀

欠
年
己
未
八
月
彼
岸
（
鎌
倉
期
）
の
仮
碑
を
蔵
す
。

実
乗
院
新
義
真
言
宗
号
大
魂
山
騎
西

善
応
寺
禅
宗
曹
洞
派
号
愛
宕
山
騎
西

年
十
二
月
日
記
銘
の
、
２
４
５
ｃ
ｍ実乗院・文保三年板碑

蕊 蕊
松
郷
之
内
、

寺
井
郷
之
内
、

〈
ロ

後
周
防
守
聞
え
上
げ
て
、
同
十
九
年
三
十
石
の
地
を
御
朱

印
に
願
ひ
替
へ
し
と
云
ふ
．

本
尊
弥
陀
は
、
恵
心
の
作
、
当
寺
に
小
田
原
北
条
よ
り
の
寄

進
状
と
云
も
の
あ
り
、
其
の
状
に
、

玄
道
移
転
の
後
、
本
山
第
二
世
無
月
は
兼
ね
て
よ
り
、
周

防
守
深
く
帰
依
し
僧
な
れ
ば
、
当
寺
へ
請
待
し
て
二
世
と
な

し
、
当
寺
五
十
石
の
内
二
十
石
を
加
増
し
、
後
周
防
守
常
陸

国
笠
間
へ
移
り
し
時
、
其
処
へ
も
一
寺
を
草
創
し
、
彼
無
月

を
以
て
開
山
と
成
し
、
当
寺
五
十
石
の
処
二
十
石
を
分
け
て

寄
付
せ
り
。

大
英
寺
は
、
加
倉
村
浄
国
寺
の
末
、
当
寺
は
、
天
正
十
八

年
松
平
周
防
守
根
古
屋
城
を
賜
ひ
、
居
城
せ
し
頃
、
寺
領
三

十
石
を
寄
付
し
て
建
立
し
、
圏
蓮
社
満
誉
玄
道
を
以
て
開
山

と
せ
り
。

分
銭
二
百
貫
七
百
文
之
所

永
代
令
寄
付
候
、

無
月
は
、
寛
永
三
年
十
月
廿
九
日
、
示
寂
せ
り
．

大
英
寺
浄
土
宗
崇
亀
山
松
応
院
騎
西
町

御
所
陣
建
立
寺
家
彼
敷
地
之
事
、

一
町
二
段
、

六
段
、

壱
町
八
段
、

１４



樹
副
職
鵬
鰹
』

註
、
大
英
寺
の
起
立
は
、
前
々
よ
り
の
寺
跡
に
建
立
さ
れ
た
も

の
で
、
大
芙
寺
の
前
身
の
寺
は
、
北
条
氏
か
ら
の
文
書
か
ら

察
す
る
に
、
川
越
城
攻
略
の
上
で
重
要
な
寺
で
在
っ
た
事
が

察
せ
ら
れ
る
。

特
に
私
市
域
の
攻
防
の
歴
史
は
、
至
近
に
在
る
此
の
寺
に

も
、
興
亡
に
関
す
る
重
大
な
影
響
が
有
っ
た
事
が
窺
え
る
。

綾
に
、
弘
治
は
、
当
寺
未
だ
間
ざ
る
前
の
年
号
に
し
て
、
鴎
蓮

社
と
云
は
、
当
寺
之
僧
な
り
と
云
も
伝
へ
ず
、
文
中
松
郷
寺
井
郷

の
名
は
、
入
間
郡
内
の
地
名
な
れ
ば
、
恐
ら
く
彼
寺
院
の
内
に
伝

る
も
の
な
ら
ん
、
当
寺
に
伝
は
る
所
以
は
詳
な
ら
ず
．

錨
楼
鐙
は
、
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
の
銘
有
り
．

自
然
河
越
罵
所
之
時
、
寺
家
相
応
之

儀
可
彼
走
廻
状
、
如
件
、

弘
治
二
隼
四
月
晦
日
判

明
蓮
舎

鎌
倉
期
の
大
芙
寺
の
前
々
身
は
不
明
で
あ
る
が
、
当
大
英
寺
の

境
内
に
、
多
数
の
蒙
倉
期
よ
り
の
板
碑
を
蔵
す
事
は
、
之
等
の
板

碑
の
年
記
銘
の
時
代
に
は
、
こ
の
地
域
の
有
力
支
配
者
の
居
住
漣

で
在
っ
た
何
よ
り
の
証
で
あ
る
が
、
残
念
乍
ら
、
詳
な
事
は
不
弱

で
あ
る
。

：
大英寺の全景大芙寺の板碑群
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＝Ｅ
弓司

一

塵

一
一
ム
ロ

イ
ー
．
』
！

正
嘉
元
年

文
永
十
二
年

弘
安
元
年

弘
安
九
年

嘉
元
元
年

延
暦
二
年

薬 善 ，
六
一
夫
一
寺

慾
訓
〒
閲
】
所
叫
．
但
吻
淵
地
庁
込
ｎ
Ｗ
砺
肌
砿
吟

師

"＝ゥ

年 応

下
欠
・
左
欠

上
・
下
欠

一
一
一
辺

一
二
五
七

一
一
一
，
七
一
．
ヱ

ー
ー
ヱ
」
一
ハ

一
二
八
六

一
三
Ｏ
三

一
三
二
，
亡

下
欠
下
欠

四
九

真
言
宗
智
山
一
派

曹
洞
宗

浄
土
宗
請
匿

四
月
十
二
日
線
刻
一
二
尊
来
迎
図

光
明
傷
５

十
一
月
日
三
尊
欠

二
月
日
釈
迦
・
弥
陀

主
尊
荘
厳

十
一
月
廿
九
日
光
明
嘉
暦
二
改
刻

名
号
阿
弥
陀
下
欠

胎
蔵
界
大
日
下
欠

－

一
月
時
正

ハ
月
彼
岸

~「

月

日

大
日
大
日
・
釈
迦

実
乗
院

文
保
三
年
一

己
未
年

光
明
柄 詩 請

西
町
最
古

詩
西塵

春
彼
岸

文
永
八
年
一
二
七
一

建
長
摩
滅

弘
安
十
一
年

延
慶
四
年

応
安
五
年

元
亨
二
軍

延
文
二
年

正
福
寺
曹
洞
宗

浄
楽
寺
真
言
宗
大
谷
派
騎
西

四
円

一
二
四
九
～
五
六

一
二
八
八
二
月

一
三
一
一
二
月
十
六
日

一
三
七
一
一
正
十
八
日

下
欠
上
欠

二二
で丁 下

欠
下
欠

一
一
一
一
一
一
一
一

一
三
五
七
十
一
月
六
日

欠

真
言
宗
智
山
一
派
下
崎

一
ヱ
【
月

上
下
欠

上
下
欠

日

蓮
台
下
部
線
刻

弥
陀
・
釈
迦

弥
陀
・
釈
迦

下
崎
．

四
行
摩
滅

彼
岸
第
六
番
造
立

主
尊
荘
厳

光
明
主
尊
釈
迦

弥
陀
鎌
倉
期
？

主
尊
荘
厳
開
山

主
尊
荘
厳
二
世

金
剛
界
大
日

柄崇
倉
期
改
造

１６



小
名
足
軽
町
、
昔
城
主
有
し
頃
足
軽
等
住
せ
し
地
な
る
べ

し
と
云
、

城
耕
地
、
古
城
跡
の
廻
り
を
云
、

石
阿
弥
陀
諾
地
、
高
さ
一
丈
余
、
幅
四
尺
余
の
坂
碑

在
り
、
三
尊
の
弥
陀
を
彫
れ
り
、
弘
法
大

師
爪
を
以
て
彫
刻
有
り
し
と
て
、
爪
の
弥

陀
と
云
、
こ
の
碍
有
る
を
以
て
廷
り
し
名

．
な
る
べ
し
、

沼
田
、
古
城
有
し
頃
の
、
櫛
の
沼
の
跡
と
云
、

恨
古
屋
新
編
武
蔵
風
土
記
稿

恨
古
屋
村
は
、
江
戸
よ
り
行
程
…
一
‐
二
里
、
庄
名
・
及
検
地

の
年
代
・
領
主
の
遷
替
え
等
総
て
請
産
町
場
と
同
じ
、
此
の

地
昔
は
、
騎
西
郷
の
内
な
り
、
別
れ
て
二
村
と
せ
し
隼
代
は

知
ら
さ
れ
ど
、
正
保
の
図
に
は
己
に
二
村
と
す
。

当
時
私
市
域
の
損
古
屋
の
地
な
れ
ば
、
村
名
に
も
呼
ぶ
と

云
、
其
の
城
は
、
太
田
道
潅
の
造
営
な
り
、
詳
な
る
事
は
、

城
跡
の
条
に
出
せ
り
、
民
戸
三
十
四
、
東
は
牛
重
（
う
し
か

さ
ね
）
村
、
西
は
外
川
村
、
南
は
騎
西
町
場
・
潟
茎
の
二
村

北
は
日
出
安
村
な
り
、
東
産
へ
五
町
、
南
北
六
町
余
、
罵
水

は
新
川
を
引
用
ゆ
。

値
陶
些
又
一
一
鋤
旭
病
臥
一

当
寺
は
、
私
市
域
築
営
の
頃
、
日
出
安
村
よ
り
引
移
り
と
、
さ

れ
ど
当
寺
に
所
蔵
せ
る
古
器
蓋
の
裏
に
、
文
禄
五
年
住
僧
私
源
の

時
引
移
せ
し
と
有
る
は
、
城
築
営
の
後
の
事
な
ら
ん
、

私
源
は
、
請
産
町
場
実
乗
院
の
開
山
に
し
て
、
慶
長
１
年
七
月

七
日
寂
せ
り
．

金
剛
院
新
義
真
言
宗
号
神
光
山
大
日
寺

当
寺
は
、
山
減
国
醍
謝
報
恩
寺
の
末
山
な
り
、
慶
安
年
中
寺
領

一
十
五
石
の
御
朱
印
を
賜
は
れ
り
、

代
官
町
、
中
宿
・
樹
木
畑
・
方
原
・
つ
き
道
・
新
田

等
の
小
名
有
り
。

野
与
党
系
図
の
内
、
こ
の
地
域
に
拠
点
を
持
つ
者
の
氏
餐
は
、

判
然
と
し
な
い
が
、
私
市
城
祉
が
在
り
、
騎
西
町
最
大
の
仮
髪
が

金
剛
院
に
有
り
、
付
近
の
寺
院
や
、
民
家
等
に
も
多
数
の
振
碑
が

見
ら
れ
る
の
で
、
有
力
な
同
族
の
居
住
を
認
め
る
事
が
出
来
る
．

霧
根小屋・金剛院全景

１７



本
板
碑
に
は
、
基
部
に
内
経
３
２
ｃ
ｍ
×
１
８
ｃ
ｍ
ｋ
楕
円
形

の
孔
が
貫
通
し
て
居
い
る
の
が
特
長
で
あ
る
、
他
に
例
を
見
な
い

が
、
倒
れ
る
の
を
防
ぐ
横
木
を
通
し
た
孔
と
見
ら
れ
る
．

阿
弥
陀
・
観
音
菩
薩
・
弥
勘
菩
薩
の
三
尊
を
見
事
な
線
刻
で
、

嵩
あ
る
も
の
で
、
騎
西
町
の
貴
重
な
文
化
財
の
一
つ
で
あ
る
、
残

念
な
が
ら
線
刻
画
像
が
、
永
年
の
風
雪
の
為
に
見
え
憎
く
な
っ
て

し
ま
い
、
光
線
の
加
減
で
微
か
に
見
え
、
主
尊
は
、
正
面
を
向
く

が
、
画
像
は
、
大
芙
寺
板
碑
に
産
似
し
て
い
る
．

軍
紀
銘
は
、
摩
滅
し
て
い
て
不
明
で
あ
る
が
、
大
英
寺
板
碑
と

ほ
ぼ
同
時
代
の
も
の
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
．

大
英
寺
Ⅱ
頂
部
少
し
欠
け
、
高
サ
ー
１
８
蔵
上
鱈
３
４
㎡

三
尊
は
そ
れ
ぞ
れ
飛
雲
に
踏
割
り
蓮
台
の
上
に
乗
り

左
か
ら
右
下
に
向
う
様
子
を
示
す
．

金
剛
台
を
も
つ
観
音
は
腰
を
下
げ
前
屈
み
で
あ
る
。

三
尊
は
そ
れ
ぞ
れ
頭
光
持
ち
、
阿
弥
陀
に
は
吹
寄
せ

光
り
背
、
白
奄
か
ら
二
条
の
光
が
発
し
、
枠
は
、
唐

草
模
様
で
あ
る
．

正
恵
元
年
大
歳
丁
巳
匹
月
，
一
‐
二
日
匡
紀
銘

巨
大
な
板
碑
で
、
来
迎
画
像
板
碑
で
は
日
本
一
で
あ
る
。

線
刻
来
迎
三
尊
画
像
板
碑
榎
古
屋
村
金
剛
院

騎
西
町
最
大
の
板
碑
高
サ
３
６
５
㎡
幅
１
３
３
㎡

出
凶

幸
な
事
に
、
騎
西
町
場
大
芙
寺
に
小
型
な
が
ら
同
形
の
線
刻

画
像
を
見
る
事
が
出
来
、
御
参
考
に
供
す
る
事
が
出
来
る
。

暢
侭
郡
や
鈍
彫

金剛院・線刻来迎図像板碑

１８
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大英寺・来迎図像碑・拡大



堂
・
』
一
雲
一
葵
牽

又
「
甲
陽
軍
鑑
」
に
云
、
永
禄
五
年
三
月
上
杉
輝
虎
、
成

田
長
康
が
次
男
小
田
肋
三
郎
頼
興
が
篭
り
し
私
市
城
へ
挿
寄

す
、
一
日
一
夜
攻
戦
ふ
、
城
中
僅
か
五
十
詩
ぽ
か
り
、
終
に

打
負
て
肋
三
郎
自
害
し
、
則
城
を
も
焼
払
と
云
々
、

土
人
所
蔵
せ
る
旧
記
に
、
山
根
城
は
、
太
田
道
泌
築
き
、
城

主
本
間
弥
九
郎
・
夫
よ
り
小
田
大
炊
助
・
小
田
助
三
郎
居
城

た
り
し
と
、

本
丸
・
ニ
ノ
丸
・
三
ノ
丸
・
厩
及
鉄
抱
場
等
、
今
は
竹
林

及
雑
木
生
茂
れ
る
地
と
な
れ
り
、
本
丸
は
廻
り
九
十
問
余
、

本
丸
・
ニ
ノ
丸
其
の
外
の
所
々
巡
り
に
土
手
の
蹟
残
り
、
大

手
□
あ
り
し
所
は
、
東
に
向
へ
る
様
に
し
て
、
之
の
外
城
の

廻
り
沼
な
り
し
所
、
今
は
大
略
水
田
と
成
れ
り
⑲

古
く
は
、
藷
産
山
の
根
城
共
、
土
人
又
根
古
屋
城
共
云
、

私
市
と
云
う
事
は
騎
西
町
場
に
弁
ぜ
り
．

廃
せ
し
年
代
詳
な
ら
ず
、
さ
れ
ど
騎
西
町
場
村
民
所
蔵
せ

し
城
壁
の
図
有
り
、
之
寛
永
年
中
松
平
伊
豆
守
領
せ
し
時
の

も
の
な
る
よ
し
、
其
の
家
人
の
姓
名
等
を
記
し
た
れ
ば
、
こ

こ
の
頃
迄
も
城
壁
の
存
せ
し
事
知
ら
る
、

私
市
域
蹟
新
編
武
蔵
眉
土
記
稿

一

袋

初
繊
虎
城
外
を
巡
見
し
、
廊
下
橋
の
間
よ
り
婦
人
の
影
の

移
る
を
見
て
、
人
質
曲
輪
な
る
事
を
知
り
、
沼
を
埋
め
無
体

に
攻
破
り
し
と
云
、

毒
塞
霊
毒

復元した私市城天主閣私市城・物見台跡

１９



註
、
「
甲
陽
軍
鑑
」
は
、
「
上
杉
縄
虎
強
攻
め
で
落
城
、
城
主

小
田
助
三
郎
城
を
焼
払
い
自
害
す
」
、
「
小
日
原
北
条
記
」

に
は
、
「
城
主
小
田
助
三
郎
、
降
る
を
請
う
」
と
あ
り
、
落

城
に
関
す
る
記
述
の
違
い
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

御
入
国
の
初
松
平
周
防
守
康
重
、
武
州
騎
西
に
於
て
二
万

石
を
賜
ふ
と
、
其
の
家
の
譜
に
見
え
た
る
は
此
処
の
事
也
、

之
の
後
領
主
の
選
替
は
騎
西
町
場
の
条
に
弁
ぜ
り
。

且
つ
助
三
郎
を
こ

の
初
の
名
な
る
べ
し
、

「
小
田
原
北
条
記
」
に
戦
す
る
処
は
、
小
田
・
降
を
請
と
あ

り
、
何
れ
が
正
し
き
を
得
た
り
し
や
知
不
、

「
廃
城
考
」
に
伊
賀
守
と
記
す
、
助
三
郎

坂
庭
末
吉
氏
宅
根
小
屋

一
元
応
元
年
一
三
一
九
十
月
七
日
光
明
上
欠

私市減 見台跡板碑

関
口
清
次
郎
氏
宅

牛
重

正
和
四
年
一
三
一
五
四
月
廿
八
日
契
昌
尼
命
日
也

至
徳
元
年
一
三
八
四

上
下
欠

摩
滅
上
欠

篠
塚
豊
蔵
氏
宅
根
小
屋

文
亀
三
年
一
五
Ｏ
三
十
一
月
廿
九
日
南
無
妙
法
蓮
華
経

一
隼
．
一
三
Ｏ
四
二
月

欠欠嘉
欠元

柿
沼
政
義
氏
宅

観
音
寺
曹
洞
宗

呼
泥
陶
当
又
一
一
拙
地
何
匹
ｍ
Ｗ
濡
肌
随
叶

八
月
廿
八
日
大
日
口
弥
陀

阿
弥
陀
右
欠

上
欠
二
尊

根
小
屋

光
明
上
下
欠

三
尊
下
欠

大
日
弥
陀
心
呪

根
古
屋

２０



金
剛
院
真
言
宗
智
山
派
根
古
屋

Ｉ

謹
震
霊

日

一
剛
。
』
小
｛
上

Ｒ
Ｉ
『
舎
屑
Ｊ
ｎ
ｕ
０

弥
陀
偶
文
最
終
例

三
尊
来
迎
図
最
大

弥
陀
南
雲
阿
弥
陀

丸
に
大
日

三
尊
荘
厳
体

弥
陀
十
仏
各
蓮
台金剛院，板碑群

摩
滅
観
台
穴
有
り

応
長
元
年
一
三
一
一
二
月

摩
滅
地
上
完

欠
下
欠

摩
滅
上
欠

剥
離
上
欠

摩
滅
上
下
欠

応
永
三
十
二
年
一
四
一
一
五

改
造

妙
光
寺
日
蓮
宗
牛
重

文
永
六
年
一
二
六
九
七
月
廿
八
日
偶
６
主
不
動
明
王

小
野
田
正
二
氏
宅

康
永
三
年
一
一
一
一
四
四
二
月
十
六
日
阿
弥
陀
略
完

万
福
寺
真
言
宗
智
山
派
牛
重

完

私市城吐の碑

２１

墓
石
に
改
造



寿

上
下
欠

上
下
欠

一
年
一
三
Ｏ
三
？

一
年
一
三
一
一

上
下
欠

白
亘

寺

曹
洞
宗

鴻
茎

･ワロ･卓一へ●､ﾛゆ七

一つ←･ざ､‐・ヂ．－三ざ･_，一言

寿昌寺応永廿九年板碑 門門

摩
滅
永
亨
十
二
年

摩
滅

圭
垂
元

延
久
摩
滅

下
医
王
寺
曹
洞
宗

弘
長
四
年
一
二
六
四
三
月
日
阿
弥
陀
摩
滅

正
応
三
年
一
二
九
０
卯
月
偶
１
０

文
保
二
年
一
三
一
八
三
月
十
九
日
光
明
上
欠

翌
応
三
年
一
一
月
廿
七
日
大
日
略
完

延
文
四
年
一
三
五
九
十
一
月
廿
四
日
光
明
上
欠

永
和
四
年
一
三
七
八
十
月
廿
二
日
阿
弥
陀
花
瓶

応
永
十
四
年
一
四
Ｏ
七
十
二
月
五
日
阿
弥
陀
略
完

応
永
十
五
年
一
四
Ｏ
八
弥
陀
道
口
禅

応
永
廿
六
年
一
四
一
九
十
月
日
弥
陀
道
永

応
永
廿
九
年
一
四
二
一
一
十
二
月
五
日
弥
陀
了
覚
禅

下
欠
弥
陀
光
明

下
欠
阿
弥
陀
下
欠

淵躍雁
戸

塚
路
上

四
四
０
十
二
月

卯
？

大
日
下
欠

巳
弥
陀
道
徳
禅
門

医王寺・板碑

２２

塔
四
方
仏
多
聞
天

阿
弥
陀

偶
１
０
乾
元
二
？

弥
陀
延
慶
四
年
？

大
日
二
尊
欠

大
日
上
欠

芋
茎

以

上


